
 

 昨年１２月６日、仙台市青葉区台原の多々良邸に設置したきらきら１０号機(パネル４．６７５kw・PCS４．４kw)の開 

所式(東北電力と連係され、発電開始を祝う式)を行いましたが、その時赤旗記者が取材に来てくれました。自民党 

の裏金疑惑をスクープして有名になった赤旗ですが、地球温暖化ストップ・原発ストップをめざす市民の再エネの 

取り組みも、暖かいまなざしで見つめ続けてくれるようです。 

２０２５年１月２３日付 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宇宙開発は軍事と一体、それを忘れてはいけない 
 

 日本政府はＨ3 ロケット開発に２０００億円以上の開発費を投じていますが、その表向きの理由が商業受注で国

際競争力アップです。しかし本当の目的は、宇宙開発における日本の自立性の確保です。まずめざすのが、GPS

機能のアメリカからの独立です。今私たちが生活の中で利用しているのは、アメリカが世界に提供する GPSです。

アメリカの GPSでなんら不自由することはありません。実際、１０年ほど前より性能がアップし、GPSの地図が現在

地とずれるということがまったくなくなりました。それなのに、自立した GPS機能を日本政府は求めています。 

 なぜでしょう。アメリカ軍と自衛隊が一体化した軍事訓練を強化していながら、本当は独立した軍隊としての機能

を目指している、と考えるほかありません。そんな危険な動きを政府がしている

のに、マスコミはさっぱり指摘しようとしません。「戦争が廊下の奥に立ってゐ

た」、１９３９年に詠まれたこの渡辺白泉の俳句を忘れてはいけません。 

 今国会で来年度の予算審議が進んでいます。巨大化する軍事費をなんとして

もストップさせる。そのための行動が今、求められています。   

 きらきら発電は定款に「平和を求める」と謳っています。エネルギーの奪い合

いが戦争につながるからです。地産地消のエネルギー、しかもＣＯ２を排出しな

いクリーンなエネルギー、それが再生可能エネルギーです。きらきら発電は引き 

続き、再エネ拡大をすすめていきます。 

                 （文責 ＝ 広幡 文） 
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能登半島地震で避難計画検討１年 

 結果は住民置き去り、自治体に丸投げ 

 昨年１月に発生した能登半島地震により、道路の寸断などで 

住民避難が不安視され、原子力規制委員会が１年間かけて見直し 

作業を進めてきたが、退避期間や解除要件などを明記するだけ

で、住民や自治体の不安に正面からこたえるものではなかった。 
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